
東北大学 工学研究科 博士後期課程進学説明会 2024年9月21日

高等大学院機構 大学院改革推進センター

特任助教 梶田 諒介

大学院改革推進センターの学生支援



国際社会における博士人材の活躍

■日本 産業界における博士人材の活用が不十分

■欧米 研究開発リーダーは博士人材が主流
科学技術外交（標準化）などの多方面で博士取得者が活躍

博士号 PhD：
グローバル社会における
専門家としての免許証

文科省中央教育審議会資料（２０１４）

PhDとMBAの両方を取る方向へ
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国際的な博士人材獲得競争の激化

➢ グローバル企業の博士人材獲得競争 ➢ ビザ取得優遇・緩和政策の拡大

日本においても、文科省による「博士人材活躍プラン」、経団連による「博士

人材の活躍に向けた提言」など、民間企業による博士人材の活用を促す取

り組みが本格化しており、博士号取得後のキャリアパス拡大へつなげる。



ディシプリン横断型学位プログラム 3

海外有力大学との強い連携
のもと共同教育を実践する
ことにより、グローバル人材
を育成

国内外の企業及び研究機
関との共創により社会的課
題の解決に挑戦して社会に
イノベーションをもたらすこ
とのできる人材を育成〇スピントロニクス

〇環境・地球科学
〇データ科学
〇宇宙創成物理学
〇生命科学（脳科学）
〇機械科学技術
〇日本学
〇材料科学
〇災害科学・安全学
〇統合化学
〇食科学 new

〇未来型医療創造
〇人工知能エレクトロニクス
〇変動地球共生学

6つの研究領域基盤
• 先端基礎科学
• 人間・社会
• デバイス・テクノロジー
• 情報・システム
• 生命・環境
• 物質材料・エネルギー

◆ 約６５０名（うち博士学生約５１０名）の学生が参加（2023）
◆ 海外留学・国際共同研究、企業インターンシップ、PBLなど
各学位プログラムの特色を活かした活動を実施

◆ 優秀な学生に対する支援拡大

2015～ 2019～

⚫ 学際・国際・産学共創を理念とする多様な横断型学位プログラムを展開
⚫ これらを束ねる組織として高等大学院機構を設置（2021年度～）

卓越大学院プログラム

〇グリーン×デジタル

産学共創大学院プログラム

2006～

異分野の融合領域における
新たな研究分野の研究成果
を基盤とした教育により、次
世代のアカデミアを担う若手
研究者の養成

国際共同大学院
プログラム

産学共創大学院
プログラム

学際高等研究
教育院



博士後期課程における経済的支援 4

①横断型学位プログラム
・・・ＲＡ雇用、海外渡航費、インターンシップ旅費、教育研究支援費ほか

②グローバル萩奨学金制度
博士後期課程学生に、年額６０万円×３年間 支給（返済不要）。修士2年も対象に含む。

③授業料免除制度
「授業料全額」、「２／３額」、「半額」、「１／３額」、「１／４額」、を免除。世帯の経済状態を考慮。
2022年度から世帯状況のみではなく、優秀者に対する免除も追加。

④研究科でのＴＡ・ＲＡ雇用
学生指導補助に対する報酬。教育指導力の育成

⑤次世代AI人材育成プロジェクト （2024年度4月期より開始）

AI分野研究を進める特に優秀な学生への経済的支援。（2025年度D1：15人程度募集予定）

 ※ SPRING 挑戦的研究支援プロジェクト （2025年度より後継支援を開始予定：次頁参照）

学
内
制
度

学
外
制
度

⑥日本学術振興会 特別研究員 ＤＣ１・ＤＣ２
優れた研究能力を有する学生への支援（月額２０万円）
ＤＣ１は３年間、ＤＣ２は２年間補助。採用者には、学内資金による補助追加。

⑦日本学生支援機構 貸与奨学金 免除
第一種奨学金を貸与した学生のうち、成績優秀者への返還免除制度。

⑧各種民間等 奨学金制度
民間団体、地方公共団体などの奨学金制度。



新たな博士学生支援制度の開始

名称（案） 東北大学高等大学院博士学生研究支援制度

対象学生
D1 から D3

 （標準修業年限まで。医歯薬はD4含む。）

支援金額

○生活費支援：月額 18 万円 （年額 216万円）

●研究費支援：年額 34 万円

※学位プログラム所属の場合：
➢ ○生活費支援：月額 20 万円 （年額 240万円）
➢ ●研究費支援：年額 50 万円

支援人数
【全15研究科：871名】 （2024年度支援実績）

※本学における博士学生数：約2700名

年齢・分野 制限・指定なし

収入制限 年間180万円（月15万円程度）まで

募集時期 2025年4月期および10月期

応募書類 研究計画書・小論文・推薦書等
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※詳細については募集要項の公開後に改めてご確認ください。金額・支援規模等は変更となる可能性があります。



博士学生が備えるべき多様なスキル 6

① 社会や文化に対する深い理解と高い技術力

② 自己と他者との相互関係構築と自己実現力

③ 主体的・自律的行動力

3つのキー・コンピテンシー (Key Competencies)

• 専門研究力  

• 研究倫理     

• 学際性・持続可能
社会実現に対する意識 

• 国際協働力 

• 産学共創力 

トランスファラブルスキルの一例（Vitae, 2010）
Transferable Skills （応用可能なスキル）

トランスファラブルスキル 



トランスファラブルスキル研修 7

⚫研究者として社会に求められ、活躍して
いける人材になるためにはま身につける
べきスキルが多くあることを痛感した
（工学D1）

⚫今後取るべき行動の方向性が鮮明になり、
目標達成に向けた具体的なステップを踏
み出すための道筋が定まりました（薬学
D1）

⚫研究能力以外に必要とされる能力が広範
囲に及んでおり、目からうろこだった
（環境科学D1）

⚫他者と協力する能力や研究に携わる人間
のマネジメント能力が必要とわかった
（農学D1）

⚫研究を行うものとして必要な要素をなん
となくは感じているが具体的には言語化
して考えたことはなかったので、この研
修を通じて、改めて研究に必要な要素を
考えることができた（文学D1）

研修後の博士学生の声

• オンデマンドによるレクチャー／ウェビナー形式による研修

• ワークシートによる自己反省と振り返りによる再発見



研究力強化セミナーシリーズ 8

ネイティブ英文校閲者目線での執筆技法

大手学術出版社による査読対策とヒント

国際ジャーナルへ学術論文投稿に向けて様々な情報収集

や出版に向けての知識、研究成果の発表方法などを学ぶ。

7月に5回開催し、現在はオンデマンドで視聴可能。

・ネイティブ講師による英
語話者目線のテクニック

・海外出張／留学中でも視
聴できるオンデマンド対応



専門分野以外の研究力強化 9

日本学と国際研究 海外で活躍するための
キャリアパス

感染症と臨床試験

日ソの国際関係 情報処理と半導体 AI・言語処理

様々な専門的セミナーの開放

大学院共通科目

1.大学教授法開発論

2.学際研究特別講義

3.学際研究特別研修

4.学際フロンティア特別研修

5.博士リテラシーの基礎

6.博士インターンシップ研修

7.再生可能エネルギー・バイオマス循環

8.多文化理解PBL特別演習

9.キャリア・スキル開発特別演習

10.グローバル・コミュニケーション協働演習

11.国際教育演習

12．教養教育院特別講義



博士学生のためのキャリアパス開発・支援 10

30社以上の民間企業と多様な専門性をもつ
博士学生による企業ブース交流・マッチング

Dr.プレゼンでは博士学生の研究発表をとおして、
企業との交流を促しマッチングへ（写真は2023年開催時より）

・インターンシップ説明会
・博士の就活体験談
・キャリアセミナー
・個別相談・メンタリング

博士学生へ有用なキャリア支援として



参考：高等大学院機構ホームページ

学位プログラム群の詳細

・国際共同大学院プログラム
・産学共創大学院プログラム
・学際高等研究教育院

大学院改革推進センターの詳細

・各種支援制度の内容
・各種セミナー等の情報
・大学院共通科目の情報

https://pgd.tohoku.ac.jp
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博士人材育成ユニット（PhDC）

・博士学生のキャリア支援全般

高等大学院機構



Let’s enjoy Doctor course's life

博士後期課程： 学生から研究者へ

未知なるものへの挑戦、新しい発想の場
産学連携による企業との共同研究
国内外での学会発表や学術論文の執筆

博士後期課程
を楽しもう！
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